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計画期間
令和2年度(2020)～令和11年度(2029)

松江市には、古代出雲の繁栄を物語る豊富な遺跡群や、神々を祀る神社があり、出雲神話に因んだ祭礼が伝統的に行われています。また、松江城を中心として
近世に形成された城下町が良く残り、茶の湯文化が息づくほか、鼕行列やホーランエンヤなどの伝統行事も行われ、一体となって良好な歴史的風致を形成しています。

茶の湯文化に見られる歴史的風致

宍道湖、佐陀川に見られる歴史的風致

近世山陰道沿線の宿場町に
見られる歴史的風致

神在祭と佐陀神能に見られる歴史的風致

堀川に見られる歴史的風致

美保関のみなと文化に見られる歴史的風致鼕行列に見られる歴史的風致

ホーランエンヤに見られる歴史的風致

出雲国府跡周辺に見られる歴史的風致

ホーランエンヤは、松江城山稲
荷神社の神霊を、船で阿太加夜
神社へ運び、豊作や繁栄を祈っ
て還ってくる式年神幸祭です。
大橋川などで繰り広げられる櫂
伝馬踊りは、５つの地区で受け継
がれ、市の無形民俗文化財に指
定されています。

『出雲国風土記』に「神名樋野」と記載された茶臼山の山麓
には、条里制区画が残る田園風景が広がり、出雲国府跡な
どの遺跡群が保存されています。
また、意宇六社と呼ばれる神社では、出雲国造家に縁のあ
る伝統的な祭礼が受け継がれています。

佐太神社 佐陀神能

佐陀川でのシジミ漁

木幡家住宅 蓮華祭

菅田庵 楽山焼

堀端に降りる石段

出雲国府跡 神魂神社 本殿

どう

お う ろく しゃ

かむ な び ぬ

あ だ か や

鼕行列

ホーランエンヤ櫂伝馬踊り

出雲地方では、毎年旧暦の10月が「神在月」とされています。
佐太神社では、古式ゆかしく「神在祭」が行われるほか、出雲
神楽の源流となった佐陀神能が受け継がれています。
重要無形民俗文化財に指定されている佐陀神能は、ユネス
コの「人類の無形文化遺産の代表的な一覧表」に記載されて
います。

さ だ し ん の う

宍道湖と江戸時代に開削された
佐陀川は、水運と豊かな水産資源
によって人々の暮らしを支えてきまし
た。四季折々の美しい自然が人々
の親しみの場となり、伝統産業であ
るシジミ漁の風景は、昔ながらの松
江の面影を伝え続けています。

宍道町には、近世山陰道沿線に江戸時代に本陣とされた
木幡家住宅と、当時の宿場町の町割りが残っています。
毎年７月には蓮華祭の神輿行列が練り歩いて、かつての
宿場町の繁栄をしのばせています。

松江城の築城時に造られた
掘割りは、江戸時代から水運
の要として機能していました。
堀端では水運を利用した産業
や、人々の生活が営まれ、酒
造蔵や染物屋、堀に降りる石
段に往時の風情がしのばれま
す。

鼕行列は、正月の左義長行事にルーツを持つ伝統行事で
す。
旧城下町エリアには、31の保存団体があり、毎年秋には伝
統的なまちなみの中で鼕を叩きながら行列が練り歩いて、城下
町の風情を伝えています。

松江の茶の湯文化は、松江藩松平家７代藩主治郷（不昧）
の時代に基礎が築かれました。
現在でも不昧好みの茶室が残り、焼き物や和菓子などの伝
統工芸・文化が受け継がれています。

ふ ま い

美保関町には、美保神社を
中心に、中世以降海運で栄
えたまちなみが良く残っており、
国譲り神話に因んだ祭礼が
今も受け継がれています。
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宍道湖

木幡家住宅
：重要文化財(建造物)

布志名焼

熊野大社

神魂神社
･本殿：国宝(建造物)
･神魂神社末社貴布禰稲荷両神社
本殿：重要文化財(建造物)

八重垣神社

楽山焼

美保神社
本殿：重要文化財(建造物)

松江城
･松江城天守：国宝(建造物)
･松江城：史跡

菅田庵
･菅田庵及び向月亭：重要文化財(建造物)
･菅田庵：史跡及び名勝

佐陀川

出雲国府跡：史跡

六所神社

佐太神社
正中殿､北殿､南殿：重要文化財(建造物)

佐陀神能
：重要無形民俗文化財
ユネスコ無形文化遺産

揖夜神社

真名井神社
本殿：県指定(建造物)

阿太加夜神社

松江城山稲荷神社
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松江市歴史的風致維持向上計画（第２期）概要版 松江市の維持向上すべき歴史的風致

松江市HP
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史跡小泉八雲旧居

史跡松江城

松江市の歴史的風致の維持向上を重点的に取り組むエリアを５箇所
に設定し、各種計画と連携して歴史まちづくりを推進します。

①歴史的建造物の積極的な保存と活用を図ります。
②歴史的建造物の周辺環境の整備を推進し、良好な景観の保全を図ります。
③歴史的風致を形成する伝統行事等の伝統文化の継承・育成を図ります。
④歴史的なまちなみの魅力を向上させて、まち歩き観光の充実を図ります。

【良好な景観の形成に関する施策との連携】
歴史的景観に配慮した地区計画の導入、松江市景観計画および松江市屋外広
告物条例とも連携を取り、良好な景観の誘導を図ります。

施策の基本方針

歴史的建造物保全継承事業 （H26年度～R11年度）市単独

歴史的まちなみを構成する歴史的建造物を保全・活用し、観光振興や地域の活性化
に繋げていきます。

歴史・文化のまちあるき案内板設置事業 （H21年度～R11年度）市単独

まち歩きルートや、町名の由来などの説明板を設置して、まち歩き観光の推進を図り
ます。

松江城授業プロジェクト （H28年度～R11年度）市単独

市内の小学6年生を対象に、松江城及び松江歴史館の見学を通じて、地域に対す
る愛着と誇りの醸成を図ります。

松江市ふるさと文庫等製作事業 （H17年度～R11年度）市単独

市民に分かりやすく松江の歴史を紹介する、ふるさと文庫の出版を行います。

出前講座「松江藩ちゃのゆの学校」 （H30年度～R11年度）市単独

気軽に茶の湯に触れる機会を提供し、茶の湯文化の継承・発展を図ります。

松江・歴史文化まちづくり推進事業 （H23年度～R11年度）社交金（街なみ環境整備）・市単独

住民発意による、まちづくりに関する提案事業を官民協働で取り組みます。

城下町「松江」を物語る歴史的建造物や、伝統的なまちなみの保全と、伝統行事、茶の湯文化等の人々の活動を維持向上
させるエリアです。

１．旧城下町エリア：約402ha
２．国府跡周辺エリア：約658.1ha
３．美保関エリア：約107.5ha

４．鹿島エリア：約36.8ha
５．宍道エリア：約17.8ha

旧城下町エリア（約402ha）

国宝(建造物)

登録有形文化財(建造物)

重点区域

県指定(建造物)

市指定(建造物)

寺社建造物等

絵図に記載のある道

緑地保全区域

堀川

国指定(史跡)

市指定(史跡)

市指定(有形民俗文化財)堀川沿線「八百八橋づくり」推進事業
（H23年度～H26年度）市単独

（H27年度～R1年度） 防災・安全交付金（道路事業）

（R2年度）道路メンテナンス事業

（R3年度～R4年度）社交金（街なみ環境整備）

堀川に架かる橋梁を、改修とあわ
せて城下町の風情に見合ったデザ
インに整備します。

中断

伝統美観保存区域等修景事業費補助金
（S48年度～H22年度）市単独
（H23年度～R11年度）社交金（街なみ環境整備）

伝統的様式の代表例

松江市景観計画に
定める景観計画重点
区域において、景観形
成基準に沿った修景
工事に対する補助を
行います。

松江市の重点区域における施策・事業概要①

重点区域分布図

５つのエリアを中心に全市で取り組む事業

国宝松江城天守防災施設等整備事業
（R2年度～R3年度）市単独 （R4度～R6年度）文化庁補助

ノートルダム大聖堂や首里城跡の火災の発

生状況を鑑み、国宝松江城天守の防火に係

るソフト・ハード対策を抜本的に見直します。

国宝松江城天守耐震対策事業
（H29年度～R2年度）文化庁補助

震度6強の大地震に耐え得る補強等につい

て、文化庁や有識者の指導のもと文化財的価

値を損なわないよう最小限の範囲で行いました。

史跡松江城石垣修理事業
（H13年度～R8年度）文化庁補助

石垣調査を
行いながら、崩
落危険性のあ
る箇所の石垣
修理を行い、
往時の姿を再
現します。

※緑線部分は史跡松江城エリア
※赤線部分は松江城（城跡）並びに
松江城下町遺跡

史跡松江城

市指定文化財（建造物）観月庵及び

待合保存修理事業 （R2年度）市単独

経年劣化が目立つようになった茅葺屋根
を中心に維持修理を行いました。

七代廟門

現況 ： 天守５階のスプリンクラー設備

重要文化財(建造物)

史跡松江城

観月庵

松江城調査研究事業 （H21年度～R11年度）市単独

国宝松江城天守だけではなく、城郭、城下
町全体について調査研究を行い、その学術
的価値の向上に努め、最新かつ正確な研究
成果を、広く市民に対して発信していきます。

かんげつあん

まちあい

千鳥橋改架事業
（R2年度～R3年度）社交金（街なみ環境整備）

損傷が目立つ状況にある千鳥橋
を江戸時代の絵図などを参考に、近
世城下町の風情を
感じられるよう整備
します。

ち どりばし

史跡小泉八雲旧居土塀修理事業
（R2年度～R3年度）文化庁補助

毀損し倒壊の恐れがあ
る塩見縄手沿いの土塀
を修理し、見学者及び通
行人の安全確保を図ると
ともに、貴重な歴史的資
源を後世に継承します。

こいずみやくもきゅうきょどべい

はっぴゃくや ばし

史跡松江藩主松平家墓所整備事業
（H30年度～Ｒ11年度）文化庁補助

毀損している建
造物を復旧するな
どの整備を行い、
松江藩の歴史を
物語る貴重な史
跡の保存活用を
図ります。 H29.8.12 ５代廟門屋根の破損
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南東の塀（内側に傾斜）

北惣門橋改架事業
（R3年度～R4年度）社交金（街なみ環境整備）

損傷が目立つ状況にある北惣門
橋を江戸期の絵図
などを参考に当時の
姿を感じられるように
整備します。

国宝松江城天守

びょうもん

きたそうもんばし

カラコロ工房耐震対策事業
（R2年度～Ｒ5年度）地域防災拠点建築物整備事業

耐震・老朽改修
設計を行い、利用
者の安全確保を
図るとともに、中心
市街地のまちづくり
の重要な施設とし
て整備します。

市指定文化財（建造物）田原神社

随神門保存修理事業 （R3年度～R4年度）市単独

前回の修理から50
年以上経過し老朽化
が進む檜皮葺屋根を
保存修理する事業へ
補助を行います。

R3新規

R3新規

R3新規



専称寺

正定寺

亀島神社

森小路

近世山陰道

小橋小路

高田屋小路

舟着き跡

北津桟橋跡

中津桟橋跡

神目山の斎場

重文 佐太神社
正中殿、北殿、南殿

重点区域

神送神事ルート

重要文化財（建造物）

境外末社田中社

0 200m

出雲国府跡

茶臼山

真名井神社

神魂神社

出雲国分寺跡
附古道

出雲国分寺瓦窯跡

十王免横穴群

古代山陰道（推定）

古代枉北道（推定）

意宇の杜（推定）

出雲国分尼寺跡

安部谷古墳

山代方墳

山代郷北新造院跡

大庭鶏塚

山代二子塚

山代郷正倉跡
山代郷南新造院跡

黒田畦遺跡

岡田山古墳 岩屋後古墳

御崎山古墳

向山1号墳

石屋古墳

古天神古墳

大草岩船古墳

竹矢岩舟古墳
手間古墳

八重垣神社

六所神社

史跡出雲国山代郷遺跡群正倉跡・北新造院跡

史跡出雲国府跡

神魂神社末社
貴布禰稲荷両神社

大橋川

意宇川

0 1km
国宝神魂神社本殿

東百塚山古墳群

西百塚山古墳群

山代郷南
新造院瓦窯跡

荒神谷・後谷古墳群

佐

陀

川

重要文化財（建造物）

寺社建造物等

近世山陰道と小路

重点区域

氷川神社

重文 木幡家住宅主屋他
0 200m

宍 道 湖

宍道駅

重要文化財（建造物）

登録有形文化財（建造物）

重点区域

美保神社の境外末社

美保神社本殿
旅館美保館本館

美保関灯台
旧吏員退息所

美保関おかげの井戸

美保関灯台

旅館美保館旧本館

美保関灯台／
美保関灯台旧吏員退息所

0 1km

美保関漁港

日本海

馬着山

沖ノ御前島

地ノ御前島

美保湾

重文 美保神社本殿

松江市の重点区域における施策・事業概要②
国府跡周辺エリア（約658.1ha）

古代「出雲」を物語る歴史的建造物や遺跡の保全と、周辺環境の整備、意
宇六社等で行われる伝統的な行事を維持向上させるエリアです。

美保関エリア（約107.5ha）
みなと文化を物語る歴史的建造物や、まちなみの保全、国譲り神話に因んだ行事等、
人々の活動を維持向上させるエリアです。

出雲国分寺跡国史跡
指定100周年記念事業

（R3年度）市単独

史跡出雲国分寺跡は、
古代出雲の繁栄を物語る
古墳や奈良時代の出雲国
府跡、さらに国造家に関連
の深い神社などとともに、
古代出雲を感じさせる歴史
的空間を構成する要素と
なっている。これら史跡を広
く紹介することで、史跡と一
体となった歴史的空間の
魅力を発信し、歴史的空
間の保全に対する意識の
向上を図ります。

鹿島エリア（約36.8ha）
佐太神社を中心に行われる神在祭や佐陀神能を取り巻く良好な環境を維持向上さ
せるエリアです。

宍道エリア（約17.8ha）
近世山陰道沿線に形成された宿場町に見られる歴史的建造物や伝統的なまちなみ
の保全と、伝統的な行事等、人々の活動を維持向上させるエリアです。

佐陀神能用具等修理・新調事業 （R1年度～R3年度）文化庁補助

「佐陀神能」で使用している
用具（衣装・面・楽器等）の劣
化が激しいため、修理・復元
に向けた調査を行い、その調
査結果をもとに用具を修理・
新調し「佐陀神能」の価値をさ
らに高めます。

こ く ふ あ と か し ま

み ほ の せ き し ん じ

重要文化財木幡家住宅新蔵ほか3棟保存修理事業
（R1年度～R4年度）文化庁補助

宍道エリアの中核をな
す木幡家住宅（八雲本
陣）の保存修理工事を
実施し、近世山陰道沿
線に見られる歴史的風
致を向上させます。

修理前（新蔵）

国宝（建造物）

県指定（建造物）

未指定歴史的建築物

国指定（史跡）

県指定（史跡）

未指定の遺跡

重点区域

重要文化財（建造物）

１．旧城下町エリア：約402ha
２．国府跡周辺エリア：約658.1ha
３．美保関エリア：約107.5ha

４．鹿島エリア：約36.8ha
５．宍道エリア：約17.8ha

佐陀神能舞殿保存修理事業 （R1年度～R3年度）文化庁補助

舞殿（南側より）

「佐陀神能」の舞台となる舞殿は、
建築後４０年近くが経過し、風雨など
の影響により経年劣化があるため、
老朽箇所を改修・復元し、佐陀神能
の価値をさらに
高めます。

旅館美保館旧本館旅館美保館本館

たけ みかづち

佐陀神能 武甕槌

さ だ しんのうまいでん

さ だ しんのう

けいがいまっしゃ た なかしゃ

いずもこくぶん じ あと

さ だ しん のう

こく そう け

さ だ しん のう

さ だ しん のうさ だ じん ざい さい

くに ゆず

お

う ろく しゃ

こ わた け しん ぐら

や くも ほん

じん

まいでん

【特記】
歴史的建造物保全継承

事業 （Ｈ26年度～Ｒ11年度）

市単独

歴史的建造物が連続
性をもってまちなみを形成
しているエリアであるため、
「松江市歴史的建造物
の保全継承及び活用に
関する条例」に基づき、重
点的に建造物の調査及
び保全活用を行っていま
す。

重要文化財佐太神社防災施設整備事業

（R3年度～R4年度）文化庁補助

自動火災報知設備、防犯設備、
消火設備、避雷針設備工事を実施
し、大切な重要文化財を守ります。

R3新規


